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　は
じ
め
に

　
法
隆
寺
献
納
宝
物
（
以
下
、
献
納
宝
物
）
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
奈
良
・
法
隆
寺
か
ら
皇
室
に
献
納
さ
れ
、
戦
後
、
国
に
移
管
の
後
、

現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
三
二
六
件
（
令
和
六
年
〈
二
〇
二
四
〉
三
月
三
十
一
日
現
在
。
た
だ
し
未
整
理
品
に
つ
い
て
は
修
理
後
に
順
次

編
入
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
件
数
は
増
加
す
る
予
定
）
か
ら
な
る
。
東
京
国
立
博
物
館
で
は
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
度
よ
り
献
納
宝
物

の
特
別
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
』
と
し
て
逐
次
刊
行
し
て
き
た
。

　
本
年
度
は
、
重
要
文
化
財
「
伎
楽
面
」
を
中
心
と
す
る
計
三
三
件
の
仮
面
作
品
（
N
-
2
0
8
〜
2
4
0
）
を
取
り
上
げ
る
。
献
納
宝
物
の
仮
面

に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
昭
和
五
十
四
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
　
Ⅰ
　
伎
楽
面
』
お
よ
び
そ
の
内
容
を
増
補
改
訂
し
た

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
　
伎
楽
面
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
）
と
し
て
詳
細
に
わ
た
る
調
査
結
果
を
刊
行
し
た
。

　
前
回
の
特
別
調
査
で
も
X
線
撮
影
や
顔
料
分
析
な
ど
多
角
的
な
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
今
日
で
は
X
線
C
T
装
置
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
詳
細
に
構
造

分
析
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
再
び
伎
楽
面
を
は
じ
め
と
す
る
仮
面
を
取
り
上
げ
、
前
回
の
調
査
結
果
を
参
照
し
た
う
え
で
X

線
断
層
（
C
T
）
の
所
見
を
ま
と
め
、
こ
こ
に
最
新
の
調
査
成
果
と
し
て
概
報
を
刊
行
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
今
後
、
献
納
宝
物
の
諸
作
品
に
つ
い
て
は
本
格
的
な
研
究
報
告
を
行
な
う
予
定
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
本
書
の
刊
行
を
通
じ
て
作
品
研
究

や
活
用
に
供
せ
ら
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

 

東
京
国
立
博
物
館
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6

　凡

　
　例

1
． 

本
書
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
を
調
査
対
象
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
が
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
法
隆
寺

献
納
宝
物
特
別
調
査
の
第
44
次
調
査
の
概
報
で
あ
る
。

2
． 

今
回
調
査
対
象
と
し
た
品
目
は
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
重
要
文
化
財
「
伎
楽
面
」
を
中
心
と
す
る
計
三
三
件
の
仮
面
作
品
（
N
-
2
0
8
〜

2
4
0
）
で
あ
る
。

3
． 

本
書
の
記
載
内
容
は
、
X
線
断
層
（
C
T
）
報
告
の
所
見
と
し
た
。

4
． 

C
T
画
像
の
挿
図
掲
載
順
序
は
、
木
製
面
に
つ
い
て
は
、
垂
直
断
面
、
水
平
断
面
、
必
要
に
応
じ
た
場
面
と
し
た
。
N
-
2
3
4
〜
2
3
6
の

C
T
デ
ー
タ
は
、
左
上
が
水
平
断
面
、
右
上
が
垂
直
側
断
面
、
左
下
は
垂
直
正
断
面
、
右
下
は
3
D
で
あ
る
。
ま
た
、
挿
図
中
の
青
線
は
水
平
断

面
、
緑
線
は
垂
直
正
断
面
、
赤
線
は
垂
直
側
断
面
の
位
置
を
示
す
。

5
． 

文
中
の
「
旧
報
告
」
は
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
法
隆
寺
献
納
宝
物

　
伎
楽
面
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
）
を
指
し
、
作
品
の
配
列

は
こ
れ
に
準
じ
た
。

6
． 

X
線
断
層
（
C
T
）
の
撮
影
デ
ー
タ
は
、
挿
図
の
ほ
か
、
垂
直
（
正
面
・
側
面
）
お
よ
び
水
平
等
、
各
方
向
の
動
画
を
作
成
し
、
別
途
公
開
し

た
。（
U
R
L
は
、https://youtube.com

/playlist?list=PLy3tK
W

X
6rk03vm

_LK
lSdm

D
qrxaIqEBpR1&

si=8fO
t9RxIk1Czh_dX

）

7
． 

概
説
は
浅
見
龍
介
、
調
書
の
解
説
は
児
島
大
輔
、
西
木
政
統
、
増
田
政
史
、
丸
山
士
郎
が
執
筆
し
、
X
線
断
層
（
C
T
）
の
検
証
は
宮
田
将
寛
と

と
も
に
行
な
っ
た
。
執
筆
に
あ
た
り
、「
用
材
の
樹
種
の
識
別
に
つ
い
て
」
と
乾
漆
製
面
の
蔓
性
植
物
に
つ
い
て
は
、
森
林
総
合
研
究
所
木
材
加

工
特
性
研
究
領
域
長
・
安
部
久
氏
、
元
森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
長
・
藤
井
智
之
氏
か
ら
助
言
を
得
た
。

8
． 

本
書
の
編
集
は
、
西
木
が
中
心
と
な
っ
て
後
掲
の
調
査
員
と
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
企
画
部
出
版
企
画
室
が
担
当
し
た
。



7

　調
査
日
程

令
和
5
年
7
月
3
日
〜
5
日 

作
品
の
X
線
C
T
撮
影
調
査
を
行
な
う

令
和
5
年
7
月
31
日
〜
8
月
1
日 

作
品
の
X
線
C
T
撮
影
調
査
を
行
な
う

令
和
5
年
8
月
2
日 

作
品
の
追
加
写
真
撮
影
を
行
な
う

令
和
5
年
8
月
22
日
〜
23
日 

作
品
の
X
線
C
T
撮
影
調
査
を
行
な
う

令
和
5
年
9
月
8
日 

調
査
成
果
の
検
討
を
行
な
う

令
和
5
年
10
月
2
日 

作
品
の
追
加
写
真
撮
影
を
行
な
う

令
和
5
年
11
月
1
日 
X
線
C
T
撮
影
デ
ー
タ
の
合
同
検
討
会
を
行
な
う

令
和
5
年
12
月
22
日 
X
線
C
T
撮
影
デ
ー
タ
の
合
同
検
討
会
を
行
な
う

令
和
6
年
3
月
29
日 

 『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
43

　伎
楽
面
X
線
断
層
（
C
T
）
調
査
』
を
刊
行

　調
査
員
の
構
成
（
所
属
・
職
名
は
令
和
六
年
一
月
当
時
の
も
の
）

浅
見
龍
介
（
東
京
国
立
博
物
館
副
館
長
）

児
島
大
輔
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
調
査
研
究
課
東
洋
室
主
任
研
究
員
）

西
木
政
統
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
列
品
管
理
課
登
録
室
主
任
研
究
員
）

宮
田
将
寛
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
保
存
修
復
課
調
査
分
析
室
専
門
職
）

丸
山
士
郎
（
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

増
田
政
史
（
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
企
画
担
当
研
究
員
／
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
調
査
研
究
課
絵
画
・
彫
刻
室
研
究
員
）





図

　版
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1
重
要
文
化
財

伎
楽
面
師
子
児
（
N
─
2
0
8
）

図 1-1　伎楽面 師子児　正面



11

図 1-2　同　左側面図 1-3　同　右側面

図 1-4　同　左斜側面図 1-5　同　背面



12

C
T
画
像

図 1-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 1-7　同



13

図 1-8　同

図 1-9　同



14

図 1-12　同　垂直正断面

図 1-11　同 図 1-10　同　水平断面



15

2
重
要
文
化
財

伎
楽
面
治
道
（
N
─
2
0
9
）

図 2-1　伎楽面 治道　正面



16

図 2-2　同　左側面図 2-3　同　右側面

図 2-4　同　右斜側面図 2-5　同　背面



17

図 2-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 2-7　同　水平断面

C
T
画
像



18

図 2-8　同

図 2-9　同



19

図 2-10　同　垂直正断面



20

3
重
要
文
化
財

伎
楽
面
呉
公
（
N
─
2
1
0
）

図 3-1　伎楽面 呉公　正面



21

図 3-2　同　左側面図 3-3　同　右側面

図 3-4　同　右斜側面図 3-5　同　背面



22

C
T
画
像

図 3-7　同

図 3-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面



23

図 3-8　同　水平断面図 3-9　同

図 3-10　同



24

図 3-11　同

図 3-12　同　垂直正断面



25

4
重
要
文
化
財

伎
楽
面
金
剛
（
N
─
2
1
2
）

図 4-1　伎楽面 金剛　正面



26

図 4-2　同　左側面図 4-3　同　右側面

図 4-4　同　右斜側面図 4-5　同　背面



27

図 4-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 4-7　同　水平断面

C
T
画
像
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図 4-9　同

図 4-8　同



29

図 4-10　同

図 4-11　同　垂直正断面



30

5
重
要
文
化
財

伎
楽
面
迦
楼
羅
（
N
─
2
1
5
）

図 5-1　伎楽面 迦楼羅　正面



31

図 5-2　同　左側面図 5-3　同　右側面

図 5-4　同　右斜側面図 5-5　同　背面



32

図 5-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 5-7　同

C
T
画
像



33

図 5-8　同

図 5-9　同



34

図 5-10　同　水平断面図 5-11　同

図 5-12　同



35

6
重
要
文
化
財

伎
楽
面
崑
崙
（
N
─
2
1
4
）

図 6-1　伎楽面 崑崙　正面



36

図 6-2　同　左側面図 6-3　同　右側面

図 6-4　同　右斜側面図 6-5　同　背面



37

図 6-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像

図 6-7　同



38

図 6-9　同

図 6-8　同　水平断面
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図 6-10　同

図 6-11　同　垂直正断面



40

7
重
要
文
化
財

伎
楽
面
呉
女
（
N
─
2
1
1
）

図 7-1　伎楽面 呉女　正面



41

図 7-2　同　左側面図 7-3　同　右側面

図 7-4　同　左斜側面図 7-5　同　背面



42

図 7-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像



43

図 7-7　同

図 7-8　同



44

図 7-9　同　水平断面

図 7-10　同



45

図 7-11　同図 7-12　同

図 7-13　同　垂直正断面



46

8
重
要
文
化
財

伎
楽
面
力
士
（
N
─
2
2
7
）

図 8-1　伎楽面 力士　正面



47

図 8-2　同　左側面図 8-3　同　右側面

図 8-4　同　左斜側面図 8-5　同　背面



48

図 8-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像

図 8-7　同



49

図 8-9　同

図 8-10　同

図 8-8　同　水平断面



50

図 8-11　同　垂直正断面

図 8-12　同



51

9
重
要
文
化
財

伎
楽
面
波
羅
門
（
N
─
2
3
0
）

図 9-1　伎楽面 波羅門　正面



52

図 9-2　同　左側面図 9-3　同　右側面

図 9-4　同　左斜側面図 9-5　同　背面



53

図 9-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像



54

図 9-7　同

図 9-8　同



55

図 9-9　同　水平断面図 9-10　同

図 9-11　同　垂直正断面



56

10
重
要
文
化
財

伎
楽
面
太
孤
父
（
N
─
2
1
6
）

図 10-1　伎楽面 太孤父　正面



57

図 10-2　同　左側面図 10-3　同　右側面

図 10-4　同　右斜側面図 10-5　同　背面



58

図 10-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像



59

図 10-8　水平断面

図 10-7　同



60

図 10-10　同

図 10-9　同



61

11
重
要
文
化
財

伎
楽
面
太
孤
児
（
N
─
2
1
7
）

図 11-1　伎楽面 太孤児　正面



62

図 11-2　同　左側面図 11-3　同　右側面

図 11-4　同　左斜側面図 11-5　同　背面



63

図 11-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像

図 11-7　同　水平断面



64

図 11-8　同

図 11-9　同



65

図 11-11　同　垂直正断面

図 11-10　同



66

12
重
要
文
化
財

伎
楽
面
太
孤
児
（
N
─
2
1
8
）

図 12-1　伎楽面 太孤児　正面



67

図 12-2　同　左側面図 12-3　同　右側面

図 12-4　同　右斜側面図 12-5　同　背面



68

図 12-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像



69

図 12-7　同　水平断面

図 12-8　同



70

図 12-10　同

図 12-9　同　垂直正断面



71

13
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
王
（
N
─
2
1
9
）

図 13-1　伎楽面 酔胡王　正面



72

図 13-2　同　左側面図 13-3　同　右側面

図 13-4　同　左斜側面図 13-5　同　背面



73

C
T
画
像

図 13-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 13-7　同



74

図 13-9　同

図 13-8　同　水平断面



75

図 13-10　同

図 13-11　同



76

14
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
2
0
）

図 14-1　伎楽面 酔胡従　正面



77

図 14-2　同　左側面図 14-3　同　右側面

図 14-4　同　右斜側面図 14-5　同　背面



78

図 14-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像

図 14-7　同



79

図 14-8　同　水平断面

図 14-9　同



80

図 14-11　同　垂直正断面

図 14-10　同



81

15
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
2
1
）

図 15-1　伎楽面 酔胡従　正面



82

図 15-2　同　左側面図 15-3　同　右側面

図 15-4　同　左斜側面図 15-5　同　背面



83

図 15-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 15-7　同

C
T
画
像



84

図 15-8　同　水平断面

図 15-9　同



85

図 15-11　同　垂直正断面

図 15-10　同



86

16
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
2
2
）

図 16-1　伎楽面 酔胡従　正面



87

図 16-2　同　左側面図 16-3　同　右側面

図 16-4　同　左斜側面図 16-5　同　背面



88

C
T
画
像

図 16-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面



89

16-7　同

16-8　同



90

図 16-10　同 図 16-9　同　水平断面

図 16-11　同

図 16-12　同　垂直正断面



91

17
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
2
3
）

図 17-1　伎楽面 酔胡従　正面



92

図 17-2　同　左側面図 17-3　同　右側面

図 17-4　同　左斜側面図 17-5　同　背面



93

C
T
画
像

図 17-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 17-7　同



94

図 17-8　同　水平断面図 17-9　同

図 17-10　同図 17-11　同



95

図 17-12　同　垂直正断面



96

18
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
未
完
成
）（
N
─
2
3
7
）

図 18-1　伎楽面 酔胡従（未完成）　正面



97

図 18-2　同　左側面図 18-3　同　右側面

図 18-4　同　右斜側面図 18-5　同　背面



98

図 18-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像



99

図 18-7　同

図 18-8　同



100

図 18-9　同　水平断面図 18-10　同

図 18-11　同　垂直正断面



101

図 19-1　伎楽面 酔胡従（未完成）　正面

19
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
未
完
成
）（
N
─
2
3
8
）
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図 19-2　同　左側面図 19-3　同　右側面

図 19-4　同　右斜側面図 19-5　同　背面



103

図 19-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

C
T
画
像
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図 19-7　同　水平断面

図 19-9　同

図 19-8　同

図 19-10　同　垂直正断面



105

20
重
要
文
化
財

伎
楽
面
師
子
児
（
N
─
2
2
4
）

図 20-1　伎楽面 師子児　正面



106

図 20-2　同　左側面図 20-3　同　右側面

図 20-4　同　左斜側面図 20-5　同　背面



107

図 20-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 20-7　同

C
T
画
像
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図 20-8　同　水平断面図 20-9　同

図 20-10　同図 20-11　同　頭頂部の金属釘
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21
重
要
文
化
財

伎
楽
面
金
剛
（
N
─
2
1
3
）

図 21-1　伎楽面 金剛　正面



110

図 21-2　同　左側面図 21-3　同　右側面

図 21-4　同　右斜側面図 21-5　同　背面



111

図 21-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 21-7　同

C
T
画
像



112

図 21-8　同　水平断面

図 21-10　同

図 21-9　同



113

22
重
要
文
化
財

伎
楽
面
金
剛
（
N
─
2
2
9
）

図 22-1　伎楽面 金剛　正面



114

図 22-2　同　左側面図 22-3　同　右側面

図 22-4　同　右斜側面図 22-5　同　背面



115

図 22-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 22-7　同

C
T
画
像



116

図 22-8　同　水平断面図 22-9　同

図 22-10　同



117

23
重
要
文
化
財

伎
楽
面
迦
楼
羅
（
N
─
2
2
6
）

図 23-1　伎楽面 迦楼羅　正面



118

図 23-2　同　左側面図 23-3　同　右側面

図 23-4　同　右斜側面図 23-5　同　背面



119

図 23-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 23-7　同

C
T
画
像
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図 23-8　同　水平断面図 23-9　同

図 23-10　同図 23-11　同　頭頂部の金属釘
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24
重
要
文
化
財

伎
楽
面
呉
女
（
N
─
2
2
5
）

図 24-1　伎楽面 呉女　正面



122

図 24-2　同　左側面図 24-3　同　右側面

図 24-4　同　右斜側面図 24-5　同　背面



123

図 24-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 24-7　同

C
T
画
像



124

図 24-8　同　水平断面

図 24-10　同

図 24-9　同



125

図 24-11　同　垂直正断面　頭頂部の金属釘図 24-12　同　頭頂部の金属釘

図 24-13　同図 24-14　同



126

図 24-15　同　頭頂部の 穴

図 24-16　同



127

25
重
要
文
化
財

伎
楽
面
力
士
（
N
─
2
2
8
）

図 25-1　伎楽面 力士　正面



128

図 25-2　同　左側面図 25-3　同　右側面

図 25-4　同　右斜側面図 25-5　同　背面



129

図 25-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 25-7　同

C
T
画
像



130

図 25-8　同　水平断面図 25-9　同

図 25-10　同



131

図 25-11　同　頭頂部の金属釘

図 25-12　同　頭頂部の別材箇所



132

26
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
王
（
N
─
2
3
1
）

図 26-1　伎楽面 酔胡王　正面



133

図 26-2　同　左側面図 26-3　同　右側面

図 26-4　同　右斜側面図 26-5　同　背面



134

図 26-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 26-7　同

C
T
画
像
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図 26-8　同　水平断面図 26-9　同

図 26-10　同
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図 26-11　同　垂直正断面　冠帽前面材

図 26-12　同　後頭部
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図 26-13　同　水平断面　冠帽前面材の接合面

図 26-14　同　冠帽左方の鎹跡



138

27
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
3
2
）

図 27-1　伎楽面 酔胡従　正面



139

図 27-2　同　左側面図 27-3　同　右側面

図 27-4　同　左斜側面図 27-5　同　背面



140

図 27-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 27-7　同

C
T
画
像



141

図 27-8　同　水平断面図 27-9　同

図 27-10　同



142

28
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
3
3
）

図 28-1　伎楽面 酔胡従　正面



143

図 28-2　同　左側面図 28-3　同　右側面

図 28-4　同　右斜側面図 28-5　同　背面



144

図 28-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図 28-7　同

C
T
画
像



145

図 28-8　同　水平断面図 28-9　同

図 28-10　同



146

29
重
要
文
化
財

伎
楽
面
力
士
（
N
─
2
3
4
）

図 29-1　伎楽面 力士　正面



147

図 29-2　同　左側面図 29-3　同　右側面

図 29-4　同　右斜側面図 29-5　同　背面



148

図 29-6　同　X線断層（CT）画像　麻布①（頭頂部）

図 29-7　同　麻布②（頭頂部）

図 29-8　同　麻布③（頭頂部）

C
T
画
像
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図 29-10　同　血管（右側頭部）

図 29-9　同　縫合糸（頭頂部）

図 29-11　同　血管（額）
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30
重
要
文
化
財

伎
楽
面
波
羅
門
（
N
─
2
3
6
）

図 30-1　伎楽面 波羅門　正面



151

図 30-2　同　左側面図 30-3　同　右側面

図 30-4　同　右斜側面図 30-5　同　背面



152

図 30-6　同　X線断層（CT）画像　麻布①（頭頂部）

図 30-7　同　麻布②（頭頂部）

図 30-8　同　麻布③（頭頂部）

C
T
画
像



153

図 30-10　同　蔓性植物（左耳辺）

図 30-9　同　縫合糸（頭頂部）

図 30-11　同　歯（左下）

図 30-12　同　歯の取付け修正痕（左下）
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31
重
要
文
化
財

伎
楽
面
酔
胡
従
（
N
─
2
3
5
）

図 31-1　伎楽面 酔胡従　正面
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図 31-2　同　左側面図 31-3　同　右側面

図 31-4　同　右斜側面図 31-5　同　背面
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図 31-6　同　X線断層（CT）画像　麻布①（額）

図 31-7　同　麻布②（額）

図 31-8　同　麻布③（額）

C
T
画
像
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図 31-10　同　蔓性植物（右耳辺）

図 31-9　同　縫合糸（額）

図 31-11　同　鉢周りの板（下縁の固定用孔）

図 31-12　同　カラー画像　鉢周りの板を固定する麻紐
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舞
楽
面
（
N
─
2
3
9
）

図補 1-1　舞楽面　正面

補
1



159

図補 1-2　同　左側面図補 1-3　同　右側面

図補 1-4　同　左斜側面図補 1-5　同　背面
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図補 1-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図補 1-7　同

C
T
画
像
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図補 1-8　同　水平断面

図補 1-9　同



162

図補 2-1　鬼面　正面

鬼
面
（
N
─
2
4
0
）

補
2
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図補 2-2　同図補 2-3　同

図補 2-4　同　各部図補 2-5　同　裏面
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図補 2-6　同　X線断層（CT）画像　垂直側断面

図補 2-7　同

C
T
画
像
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図補 2-8　同　垂直正断面

図補 2-9　同



166

図補 2-10　同　水平断面

図補 2-11　同

図補 2-12　同
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図補 2-13　同

図補 2-14　同



168

図補 2-17　同　使用される金属板と金属釘

図補 2-16　同　下牙 穴の修正

図補 2-15　同　右目裏面の埋木



169

　
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
特
別
調
査
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
度
か
ら
予
算
化

さ
れ
て
以
来
、
原
則
と
し
て
毎
年
行
な
っ
て
き
た
。
同
宝
物
は
、
正
倉
院
宝
物
よ
り
古

い
時
代
の
作
品
が
多
く
、
保
存
状
態
を
良
好
に
保
つ
た
め
移
動
を
最
小
限
に
抑
え
る
必

要
が
あ
り
、
貸
出
し
、
特
別
観
覧
は
厳
し
く
制
限
し
て
き
た
。
し
か
し
、
調
査
研
究
の

成
果
は
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
特
別
調
査
が
企
画
さ
れ
た
。
調
査
は
国

立
博
物
館
お
よ
び
文
化
庁
の
研
究
員
、
調
査
官
と
そ
の
O
B
等
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

き
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
行
な
わ
れ
た
伎
楽
面
の
調
査
で
は
X
線
撮
影
、
蛍
光
X
線
分
析
、

赤
外
線
撮
影
、
実
体
顕
微
鏡
に
よ
る
顔
料
、
漆
質
等
の
調
査
お
よ
び
顕
微
鏡
写
真
の
撮

影
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
に
刊
行
さ
れ

た
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅰ

　
伎
楽
面
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
伎
楽
面
を
撮
影
し
た
。
そ
の
写
真
、
X
線
写
真
、
顕
微
鏡

写
真
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
隆
寺
献
納
宝
物

　
伎

楽
面
』（
便
利
堂
、
A
四
判
、
三
三
八
ペ
ー
ジ
、
原
色
図
版
三
十
九
図
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　
伎
楽
面
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
開
館
し
た
法
隆
寺
宝
物
館
で
展

示
さ
れ
、
毎
週
木
曜
日
（
雨
天
の
場
合
は
閉
館
）
に
公
開
さ
れ
た
。
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
に
同
館
が
建
て
替
え
ら
れ
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
開
館
に
な
っ
た
際

も
、
伎
楽
面
を
展
示
し
た
第
三
室
の
開
室
は
、
保
存
状
態
を
考
慮
し
て
春
、
夏
、
秋
の

各
一
か
月
と
し
た
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
は
照
明
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
金
、
土
曜
日
に
限
っ
て
通
年
公
開
し
て
い
る
。

　
法
隆
寺
献
納
宝
物
は
宝
物
館
か
ら
移
動
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
、
地
下

で
構
内
の
建
物
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
撮
影
、
調
査
等
も
同
館
内
で
行

法
隆
寺
献
納
宝
物
「
伎
楽
面
」
の

X
線
断
層
（
C
T
）
調
査

浅
見
龍
介

な
っ
て
い
る
。
伎
楽
面
に
つ
い
て
は
保
存
状
態
が
危
険
な
も
の
も
あ
る
た
め
、
当
館

の
館
員
で
も
触
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
e
国
宝
に
掲
出

す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
月
か
ら
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
一

月
の
五
日
間
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
迦
楼
羅
（
N

－
2
2
6
）、
酔
胡
従
（
N

－

2
3
5
）、
波
羅
門
（
N

－

2
3
6
）
と
面
裏
全
体
が

見
え
る
写
真
は
撮
影
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
そ
れ
を
補
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

の
カ
ラ
ー
画
像
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
カ
ラ
ー
画
像
は
す
べ
てColBase

（
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
）
に
て
閲
覧
、
利
用
が
可
能
で
あ
る

（https://colbase.nich.go.jp/?locale=ja

）。

　
当
館
で
は
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
よ
り
X
線
断
層
（
C
T
）
撮
影
の
機
器
を

導
入
し
、
所
蔵
品
、
寄
託
品
、
特
別
展
で
借
用
し
た
作
品
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
伎
楽
面
は
未
着
手
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
の
特
別
調
査

を
伎
楽
面
の
X
線
C
T
撮
影
と
し
た
。
伎
楽
面
の
X
線
C
T
撮
影
は
、
月
曜
日
に
展
示

ケ
ー
ス
か
ら
出
し
て
移
動
、
木
曜
日
に
復
帰
と
い
う
四
日
間
で
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
三
回
に
分
け
て
実
施
し
た
。
法
隆
寺
宝
物
館
か
ら
資
料
館
地
下
と
い
う
数
十

メ
ー
ト
ル
の
移
動
で
は
あ
る
が
、
前
述
し
た
と
お
り
地
下
で
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
屋

根
付
き
の
廊
下
も
な
い
た
め
、
一
面
ず
つ
梱
包
し
美
術
品
専
用
車
で
輸
送
し
た
。

　
な
お
、
電
気
代
の
高
騰
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
に
よ
っ
て
調
査
の
予
算
は
極
め
て

乏
し
く
、
京
都
・
奈
良
・
九
州
の
各
国
立
博
物
館
彫
刻
担
当
研
究
員
の
旅
費
を
負
担
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
調
査
日
程
の
通
知
の
み
に
と
ど
ま
り
、
各
館
も
旅
費
の
支
出
が
厳

し
い
と
い
う
こ
と
で
当
館
研
究
員
の
み
の
調
査
と
な
っ
た
。

　
以
下
、
X
線
C
T
画
像
と
そ
の
所
見
を
掲
出
す
る
。
調
査
は
も
と
よ
り
大
き
な
発
見

が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
の
報
告
の
う
ち
、
構

造
技
法
の
記
述
を
X
線
C
T
画
像
で
確
認
し
、
公
開
す
る
と
い
う
の
が
主
た
る
目
的
で

あ
る
。
先
輩
の
表
面
観
察
お
よ
び
X
線
画
像
の
読
み
込
み
の
的
確
さ
を
改
め
て
認
識
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
木
造
面
に
つ
い
て
は
樹
種
、
木
心
の
位
置
、
木
取
り
、
後
頭

部
を
別
材
で
作
る
時
の
接
合
方
法
等
に
つ
い
て
画
像
で
確
認
で
き
た
。
崑
崙
（
N

－

2
1
4
）
等
の
虫
喰
孔
の
甚
大
な
点
は
今
回
初
め
て
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
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以
上
に
取
り
扱
い
に
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
で
は
呉
女
（
N

－

2
1
1
）
の
髻
（
稚
児
輪
）
の
う
ち
、
左
方
分
は
一
材

製
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の
を
一
材
か
ら
作
る
の
は
手
間
が

か
か
り
材
料
に
も
無
駄
が
で
る
の
で
後
補
と
は
い
い
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
造
形
を

左
右
比
較
し
て
見
る
と
、
左
方
分
背
面
側
で
基
部
か
ら
中
央
に
窪
み
を
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
右
方
分
で
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
年
代
が
異
な
る
と
み
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
乾
漆
製
面
で
は
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
お
り
麻
布
二
枚
を
重
ね
、
表

面
の
盛
り
上
げ
層
が
薄
い
こ
と
が
断
層
画
像
で
視
覚
的
に
明
瞭
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
東

大
寺
伎
楽
面
酔
胡
従
（
C

－

1
8
1
8
）
と
比
較
す
る
と
、
麻
布
を
三
枚
重
ね
、
表
面

の
盛
り
上
げ
は
法
隆
寺
面
よ
り
厚
い
こ
と
が
わ
か
る
（
こ
れ
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
）。
法
隆
寺
の
乾
漆
製
面
が
少
な
い
の
は
、
薄
さ
が
原
因
で
破
損
す
る
こ
と
が
多

く
、
失
わ
れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
反
省
に
立
っ
て
、
東
大
寺
面
が
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
従
来
の
説
の
と
お
り
法
隆
寺
伎
楽
面
は
八
世
紀
前
半
の
作
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
の
報
告
は
主
に
P
D
F
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
無
償
公
開
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
通
常
は
閲
覧
が
困
難
な
C
T
デ
ー
タ
を
、
動
画
形
式
で
公
開
す
る
試
み
も

行
な
う
。
時
期
は
未
定
で
あ
る
が
、
今
後
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
資
料
館
閲
覧
室
で
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

伎楽面酔胡従（C-1818）　CT部分　垂直側断面

伎楽面酔胡従（C-1818）　CT部分　水平断面
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本
概
報
に
お
け
る
従
来
の
樹
種
識
別
は
、
す
べ
て
肉
眼
と
一
部
低
倍
率
ル
ー
ペ
を
用
い
た
目
視
で

の
非
破
壊
調
査
結
果
に
よ
る
。
顕
微
鏡
下
に
お
け
る
解
剖
学
的
見
地
か
ら
の
識
別
は
行
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
訂
正
を
要
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
ま
で
の
彫
刻
史
研
究
に
お
け
る
樹
種
識
別
は

調
査
者
の
経
験
と
感
覚
に
多
く
を
依
存
し
、
そ
の
識
別
拠
点
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

今
後
の
検
証
の
た
め
に
次
の
識
別
拠
点
に
よ
っ
て
判
別
を
行
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

・
ク
ス
ノ
キ
（
ク
ス
ノ
キ
科
ク
ス
ノ
キ
：Cinnam

om
um
 cam

phora
Presl.,LA

U
R
A
CEA

E

）

広
葉
樹
散
孔
材
。
比
較
的
大
径
の
道
管
が
年
輪
内
に
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
道
管
の
周
囲
を
や
や
発

達
し
た
軸
方
向
柔
組
織
が
取
り
囲
む
。
早
材
と
晩
材
の
色
の
差
が
小
さ
く
一
般
に
年
輪
界
は
不
明
瞭

だ
が
、
古
材
で
は
濃
色
の
晩
材
に
よ
っ
て
年
輪
界
が
明
瞭
に
現
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
材
は
や
や

重
量
が
あ
り
堅
く
、
彫
刻
面
は
比
較
的
つ
や
や
か
に
仕
上
が
る
。
森
林
総
合
研
究
所
所
蔵
の
ク
ス
ノ

キ
材
標
準
試
料
（
T
W
T
w
9
0
9
）
を
X
線
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
撮
影
し
た
水
平
断
面
（
木
口
・

図
1
）・
放
射
断
面
（
板
目
〜
柾
目
・
図
2
）・
接
線
断
面
（
板
目
・
図
3
）
の
三
断
面
の
画
像
を
参

考
と
し
て
掲
げ
る
。
図
1
、
2
で
は
道
管
を
見
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
図
3
で
道
管
が
周
囲
柔

組
織
と
一
体
と
な
っ
て
年
輪
内
に
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
散
孔
材
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

・
キ
リ
（
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
キ
リ
：P

aulow
nia tom

entosa
Steud.,BIGN

O
N
IA
CEA

E

）

広
葉
樹
環
孔
材
か
ら
半
環
孔
材
。
大
径
の
道
管
が
早
材
に
集
中
し
て
孔
圏
を
構
成
す
る
。
早
材
は

淡
褐
色
、
晩
材
は
や
や
暗
褐
色
で
黒
色
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
、
一
般
に
年
輪
界
は
明
瞭
。
材
は
軽

量
で
柔
ら
か
く
、
彫
刻
面
は
比
較
的
肌
理
が
粗
い
。
森
林
総
合
研
究
所
所
蔵
の
キ
リ
材
標
準
試
料

（
T
W
T
w
9
3
4
6
）
を
X
線
C
T
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
撮
影
し
た
水
平
断
面
（
木
口
・
図
4
）・
斜
め

放
射
断
面
（
追
柾
目
・
図
5
）・
接
線
断
面
（
板
目
・
図
6
）
の
三
断
面
の
画
像
を
参
考
と
し
て
掲

げ
る
。
図
4
、
5
で
道
管
が
孔
圏
に
集
中
し
、
年
輪
界
が
明
瞭
に
現
れ
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

用
材
の
樹
種
の
識
別
に
つ
い
て

児
島
大
輔

図 1 クスノキ 水平断面

図 4 キリ 水平断面

図 2 クスノキ 放射断面

図 5 キリ 斜め放射断面

図 3 クスノキ 接線断面

図 6 キリ 接線断面
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1

　伎
楽
面 
師
子
児
（
N 

- 

2
0
8
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
を
半
裁
し
て
彫
出
し
（
図
1

－

6
）、
旧
報
告
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
木
心
を
頭
頂
に
込
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
図
1

－

10
）。
木
表
（
樹
皮
の
側
。
以
下
同
様
）
に
彫
刻
を
施
す
。
後
頭
部
も
ク

ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
の
横
一
材
製
で
木
心
を
前
方
に
は
ず
す
（
図
1

－
7
、

11
）。
後
頭
部
材
の
矧
ぎ
付
け
は
頭
頂
部
（
図
1

－

10
）
お
よ
び
左
右
両
側
頭
部
（
図

1

－

8
、
9
）
の
計
三
か
所
に
設
け
た
径
約
〇
・
三
セ
ン
チ
の
木
製
丸

を
雇

と
し

て
用
い
る
。
ま
た
、
両
材
の
矧
目
の
う
ち
、
左
側
に
麻
布
を
漆
で
貼
り
付
け
る
（
後

補
か
）。
頭
頂
部
に
は
径
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
一
セ
ン
チ
程
度
の
金
属
製
円
盤
を
置

き
、
頭
髪
を
植
え
る
（
図
1

－

6
、
12
）。
金
属
板
は
金
属
釘
四
本
で
固
定
す
る
（
図

1

－

10
）。 

（
児
島
）

2

　伎
楽
面 

治
道
（
N 

- 

2
0
9
）

　
前
面
部
は
鼻
先
を
含
め
て
（
図
2

－
6
）
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か

ら
彫
出
し
、
木
心
を
頭
頂
に
込
め
る
。
樹
皮
側
の
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
別
材
製
の
後

頭
部
を
欠
失
す
る
。
前
頭
部
と
側
頭
部
に
釘
孔
が
残
り
、
こ
の
う
ち
前
頭
部
・
右
側
頭

部
に
そ
れ
ぞ
れ
金
属
釘
二
本
ず
つ
が
残
る
（
図
2

－

6
〜
11
）。
頭
部
は
彩
色
を
施
さ

ず
、
毛
髪
を
植
え
た
よ
う
な
痕
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
旧
報
告
で
も
「
頭
全
体
が
何
か

で
覆
わ
れ
て
い
た
旧
状
が
想
定
さ
れ
」（
2
7
4
頁
）
て
い
た
が
、
い
ま
は
失
わ
れ
た

頭
部
を
覆
う
別
素
材
の
も
の
が
こ
の
釘
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。 

（
児
島
）

作
品
解
説

3

　伎
楽
面 

呉
公
（
N 

- 

2
1
0
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
す
る
（
図
3

－

6
）。

旧
報
告
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
木
心
を
左
後
方
に
外
し
、
木
表
に
彫
刻
を
施
す

（
図
3

－

9
）。
別
材
製
の
後
頭
部
を
欠
失
す
る
。
前
面
部
材
と
後
頭
部
材
は
中
央
・
左

右
の
計
三
か
所
に
設
け
た

穴
に
、
木
製
丸

を
雇

と
し
て
用
い
固
定
し
た
も
の

と
想
定
さ
れ
る
（
図
3

－

11
）。
旧
報
告
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
「
両
眼
下
と
口
角
部

に
は
裏
面
か
ら
黒
褐
色
の
漆
木
屎
状
の
も
の
で
補
塡
さ
れ
て
い
る
」（
2
7
5
頁
、
図

3

－

6
、
7
、
12
）
が
、
同
質
の
も
の
で
鼻
孔
内
も
整
形
す
る
（
図
3

－

8
）。
金
属

製
宝
冠
を
つ
け
、
五
本
の
金
属
釘
で
固
定
す
る
（
図
3

－

10
）。
頭
部
に
は
動
物
質
の

短
い
繊
維
を
数
段
に
重
ね
て
貼
り
、
毛
髪
と
す
る
。 

（
児
島
）

4

　伎
楽
面 

金
剛
（
N 

- 

2
1
2
）

　
前
面
部
は
頭
頂
の
髻
を
含
ん
で
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出

す
る
（
図
4

－

6
）。
旧
報
告
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
木
心
は
頭
頂
右
に
込
め
ら
れ
る

が
（
図
4

－

7
）、
木
心
が
顎
の
右
方
へ
抜
け
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図
4

－

10
）。

木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
別
材
製
の
後
頭
部
を
亡
失
す
る
。
前
面
部
材
と
後
頭
部
材
は
中

央
・
左
右
の
計
三
か
所
に
設
け
た

穴
に
、
木
製
丸

を
雇

と
し
て
用
い
て
固
定
し

た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
い
ま
三
本
の
木
製
丸

が
残
る
（
図
4

－

9
）。
小
鼻
の
成
形

に
は
旧
報
告
で
「
黒
色
の
漆
地
粉
」（
2
7
5
頁
）
と
す
る
漆
状
の
ペ
ー
ス
ト
を
盛
り

上
げ
る
（
図
4

－

9
）。
旧
報
告
で
は
同
様
の
技
法
が
額
の
血
管
等
の
塑
形
に
も
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
血
管
の
「
主
脈
は
或
い
は
彫
出
か
」（
同
頁
）

と
し
て
い
る
が
、
鼻
の
整
形
程
大
掛
か
り
な
造
作
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
C
T
画
像

で
は
木
彫
に
よ
る
の
か
あ
る
い
は
ペ
ー
ス
ト
を
盛
り
上
げ
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
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（
図
4

－

11
）。
頭
頂
付
近
に
は
五
か
所
の
釘
孔
が
残
り
、
宝
冠
を
留
め
た
跡
と
推
定
さ

れ
る
（
図
4

－

8
）。 

（
児
島
）

5

　伎
楽
面 
迦
楼
羅
（
N 

- 

2
1
5
）

　
前
面
部
は
鶏
冠
か
ら
嘴
先
の
宝
珠
お
よ
び
左
右
の
肉
髯
を
含
み
、
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら

れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
別
材
の
後
頭
部
は
亡
失
す
る
。

　
旧
報
告
で
は
「
木
芯
は
前
頭
部
後
方
や
や
右
寄
り
に
は
ず
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」

（
2
7
6
頁
）
と
す
る
が
、
C
T
で
は
前
頭
部
の
右
後
方
に
は
ず
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
（
図
5

－

12
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
前
面
部
と
後
頭
部
の
矧
ぎ
目
に
つ
い

て
、
旧
報
告
で
は
「
左
右
二
本
の
木
釘

の
遺
存
か
ら
み
て
、
樟
材
製
面
の
通
例
の
ご

と
く
三
本
の
木
釘

と
漆
と
で
留
め
た
も
の
と
思
え
る
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
木
釘

は
両
耳
上
の
左
右
二
本
（
図
5

－

7
〜
8
）
に
加
え
て
頭
頂
部
左
方
寄
り
に
も
あ
る

こ
と
か
ら
（
図
5

－

9
）、
旧
報
告
の
と
お
り
計
三
本
で
後
頭
部
を
留
め
て
い
た
か
、

あ
る
い
は
左
方
寄
り
と
対
に
な
る
右
方
寄
り
一
本
を
合
わ
せ
た
計
四
本
で
留
め
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。
矧
ぎ
目
の
表
裏
両
面
か
ら
帯
状
の
麻
布
を
貼
る
。

　
旧
報
告
で
指
摘
さ
れ
る
「
下
嘴
の
つ
け
根
附
近
に
も
左
右
二
箇
所
に
鉄
釘
跡
が
あ

る
」（
同
頁
）
の
う
ち
、
右
方
に
は
金
属
釘
が
残
存
す
る
（
釘
頭
は
裏
面
に
露
出
す

る
）。
下
瞼
と
小
鼻
の
間
の
表
面
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
て
整
形
す
る
。
上
嘴
に
つ
い

て
旧
報
告
で
は
「
裏
面
右
側
の
一
部
に
も
削
り
過
ぎ
を
補
塡
し
た
よ
う
な
若
干
の
盛
上

げ
が
あ
る
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
C
T
で
は
彩
色
下
地
よ
り
厚
み
の
あ
る
物
質
を
確

認
で
き
な
い
。 

（
増
田
）

6

　伎
楽
面 

崑
崙
（
N 

- 

2
1
4
）

　
後
頭
部
を
含
ん
で
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
す
る
（
図
6

－

6
）。
旧
報
告
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
木
心
お
よ
び
節
を
頭
頂
右
に
込
め
る
（
図
6

－
8
）。
木
心
は
顎
中
央
に
（
図
6

－

9
）、
節
は
右
側
頭
部
へ
抜
け
る
こ
と
か
ら
（
図

6

－

7
）、
頭
頂
が
原
木
の
根
元
側
、
顎
が
梢
側
に
あ
た
り
、
用
材
の
元
・
末
を
逆
に

し
た
、
い
わ
ゆ
る
逆
木
に
用
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
木
表
に
彫
刻
を

施
す
。
頭
頂
部
、
頰
、
面
裏
等
に
漆
木
屎
か
と
思
わ
れ
る
ペ
ー
ス
ト
状
の
も
の
を
盛
り

上
げ
て
整
形
す
る
が
、
右
眼
窩
下
方
を
彫
り
抜
い
た
ら
し
く
、
こ
の
ペ
ー
ス
ト
状
の
も

の
で
補
塡
し
て
い
る
（
図
6

－

10
、
11
）。
表
面
か
ら
知
ら
れ
る
以
上
に
内
部
の
虫
蝕

が
著
し
い
（
図
6

－

6
〜
11
）。
顎
背
面
部
は
剝
離
し
た
後
に
修
理
で
接
合
し
た
よ
う

で
あ
る
（
図
6

－

9
）。 

（
児
島
）

7

　伎
楽
面 

呉
女
（
N 

- 

2
1
1
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
後
頭
部
お
よ
び
左

右
稚
児
輪
は
別
材
を
矧
ぐ
。
旧
報
告
で
は
「
前
面
部
材
の
木
芯
は
不
明
で
あ
る
が
、

顎
の
干
割
れ
か
ら
み
る
と
後
方
に
は
ず
し
た
可
能
性
が
強
い
」（
2
7
8
頁
）
と
す
る

が
、
C
T
で
は
木
心
は
中
央
後
方
に
は
ず
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
7

－

11
）。

木
表
に
彫
刻
を
施
す
。

　
旧
報
告
で
指
摘
さ
れ
る
「
後
頭
部
に
は
横
材
を
用
い
る
か
」（
同
頁
）
に
つ
い
て
、

C
T
で
は
こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
木
心
は
中
央
後
方
下
方
に
は
ず
す
と
み
ら
れ
る
（
図

7

－

6
、
9
）。
前
面
部
と
の
矧
ぎ
目
に
つ
い
て
、
旧
報
告
で
は
「
稚
児
輪
の
後
方
二

箇
所
に
鉄
鎹
と
鉄
釘
各
一
ず
つ
を
打
ち
、
矧
ぎ
目
を
留
め
る
（
当
初
の
作
業
か
ど
う
か

疑
問
）」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
C
T
で
は
稚
児
輪
の
後
方
を
含
め
た
両
耳
上
に
金
属

釘

が
認
め
ら
れ
（
そ
の
う
ち
左
方
に
は
別
の

穴
跡
が
あ
る
）（
図
7

－

7
、
10
、

13
）、
ま
た
中
央
や
や
右
方
寄
り
に
木
釘

を
設
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
7

－

8
）。
左
右
稚
児
輪
は
そ
れ
ぞ
れ
基
部
で
前
面
部
材
に
丸

挿
し
と
し
、
基
部
の
頭
部

に
沿
う
部
分
に
は
金
属
釘
を
各
二
つ
ず
つ
打
つ
が
、
右
の
一
つ
は
生
き
て
い
な
い
。

　
旧
報
告
で
は
「
頭
部
と
の
接
合
部
か
ら
稚
児
輪
頂
上
に
か
け
て
の
外
側
部
分
は
左
右

と
も
後
補
の
可
能
性
が
強
い
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
左
方
の
稚
児
輪
は
一
材
製
で
、

右
方
の
稚
児
輪
は
基
部
か
ら
頂
上
や
や
内
側
に
か
け
て
の
外
側
部
分
は
別
材
で
あ
る

（
図
7

－

13
）。
頭
部
前
面
か
ら
額
、
鼻
に
至
る
中
央
部
を
大
き
く
欠
失
し
、
旧
報
告
で
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「
髪
際
の
や
や
上
方
か
ら
上
瞼
の
少
し
上
に
至
る
間
の
正
中
線
右
寄
り
の
一
部
は
、
右

黒
目
や
や
内
側
の
部
分
で
割
損
し
た
断
片
と
な
っ
て
残
存
す
る
（
最
大
長
九
・
四
セ
ン

チ
、
最
大
幅
二
・
三
セ
ン
チ
）」（
同
頁
）
と
記
さ
れ
る
断
片
は
、
現
在
は
本
来
の
位
置

に
復
位
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
の
顎
下
に
埋
木
を
す
る
（
図
7

－

12
）。 

（
増
田
）

8

　伎
楽
面 
力
士
（
N 

- 

2
2
7
）

　
前
面
部
は
髻
を
含
ん
で
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図

8

－

6
）、
金
属
製
宝
冠
を
戴
く
。
木
心
を
頭
頂
（
図
8

－

8
）・
髻
左
方
（
図
8

－

9
）
に
込
め
て
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
木
心
は
顎
の
中
央
に
抜
け
、
生
じ
た
割
れ
を

鎹
で
留
め
る
（
図
8

－

10
）。
後
頭
部
に
同
じ
く
ク
ス
ノ
キ
製
の
横
一
材
を
寄
せ
、
木

心
を
前
方
下
方
に
遠
く
は
ず
す
（
図
8

－

6
、
7
）。
前
面
部
と
後
頭
部
は
頭
頂
付
近

で
木
製
丸

を
雇

と
し
て
接
合
す
る
（
図
8

－

6
、
11
）。
旧
報
告
で
指
摘
さ
れ
る

と
お
り
「
浮
き
出
し
の
血
管
は
概
形
を
彫
出
し
、
さ
ら
に
黒
色
の
漆
地
粉
を
わ
ず
か
に

盛
っ
て
整
形
」（
2
7
9
頁
）
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
図
8

－

12
）。 

（
児
島
）

9

　伎
楽
面 

波
羅
門
（
N 

- 

2
3
0
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
旧
報
告
で
「
木
芯

は
不
明
」（
2
8
0
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
C
T
で
は
木
心
は
右
方
後
方
に
は
ず
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
9

－
10
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
頭
頂
部
か
ら
後
方
が
欠
失

す
る
た
め
後
頭
部
が
も
と
も
と
あ
っ
た
か
不
明
だ
が
、
両
耳
上
方
で
額
と
頭
頂
部
の
間

を
横
切
る
よ
う
に
水
平
に
切
り
、
矧
ぎ
面
の
裏
側
に
一
段
の
段
差
を
設
け
て
お
り
、
こ

の
箇
所
に
頭
頂
部
か
ら
後
方
を
合
欠
式
で
接
合
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
後
頭

部
ま
で
含
む
か
は
不
明
。
矧
ぎ
面
の
正
面
と
左
方
に
木
釘

が
残
存
し
（
図
9

－

7
、

11
）、
右
方
に
は

穴
の
み
残
る
。
裏
面
に
帯
状
の
平
絹
が
貼
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ

る
。
額
右
方
の
一
部
を
欠
失
す
る
。

　
旧
報
告
で
は
「
鼻
は
小
鼻
の
先
か
ら
矧
い
で
あ
る
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
C
T
で

は
小
鼻
よ
り
前
の
位
置
で
矧
ぎ
、
短
い
丸

で
付
け
根
に
挿
し
込
ん
で
小
材
を
挟
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
り
（
図
9

－

6
）、

孔
は
裏
面
へ
貫
通
し
て
い
る
。
上
下
に
二
本

の
金
属
釘
を
打
ち
込
ん
で
留
め
る
（
図
9

－

7
）。
旧
報
告
で
は
「
鼻
の
先
端
か
ら
小

鼻
、
鼻
の
下
か
ら
上
唇
や
歯
に
か
け
て
の
鼻
の
周
辺
部
に
、
黒
色
の
漆
地
粉
が
ご
く
薄

く
か
け
て
あ
る
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
鼻
の
先
端
に
は
確
認
で
き
ず
、
鼻
梁
や
右
小

鼻
に
薄
い
木
屎
漆
が
確
認
で
き
る
。 

（
増
田
）

10

　伎
楽
面 

太
孤
父
（
N 

- 

2
1
6
）

　
前
面
部
は
鼻
先
を
含
ん
で
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木

心
を
右
後
方
に
は
ず
し
て
木
表
に
彫
刻
を
施
す
（
図
10

－

6
、
８
）。
旧
報
告
で
は
鼻

先
に
別
材
を
矧
い
で
い
る
と
み
る
が
、
鼻
先
が
剝
離
し
た
後
に
修
理
で
接
合
し
た
よ
う

で
、
鼻
先
も
同
材
と
認
め
ら
れ
る
（
図
10

－

6
、
9
）。
頭
頂
部
に
四
か
所
の
孔
が
大

き
く
開
く
。
頭
頂
に
頭
髪
を
固
定
す
る
円
盤
状
の
押
さ
え
板
を
取
り
付
け
た
釘
孔
が

広
が
っ
た
も
の
だ
ろ
う
（
図
10

－

8
）。
後
頭
部
は
横
材
製
で
木
心
を
前
方
に
は
ず
す

が
、
右
側
頭
部
に
わ
ず
か
に
断
片
を
残
し
（
図
10

－

7
、
10
）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
を
亡
失
す
る
。
前
面
部
と
後
頭
部
は
頭
頂
部
お
よ
び
両
側
頭
部
の
計
三
か
所
で
木
製

丸

を
雇

と
し
て
接
合
す
る
（
図
10

－

7
、
10
）。 

（
児
島
）

11

　伎
楽
面 

太
孤
児
（
N 

- 

2
1
7
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
を
中
央
後
方

に
外
し
て
木
表
に
彫
刻
を
施
す
（
図
11

－

6
、
7
）。
後
頭
部
は
亡
失
す
る
。
前
面
部

材
と
後
頭
部
材
は
、
中
央
・
左
右
の
三
か
所
に
設
け
た

穴
に
、
木
製
丸

を
雇

と

し
て
用
い
固
定
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
い
ま
中
央
（
図
11

－

8
）
お
よ
び
左
側
頭
部

（
図
11

－

9
、
11
）
の
木
製
丸

が
残
る
。
頭
頂
に
頭
髪
を
固
定
す
る
部
材
（
亡
失
）

を
取
り
付
け
た
釘
孔
が
残
り
、
中
央
前
方
に
は
金
属
釘
が
一
本
残
る
（
図
11

－

6
）。

ま
た
、
頭
頂
に
こ
の
釘
の
鉄
錆
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
腐
食
孔
が
開
く
（
図
11

－

10
）。

 

（
児
島
）
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12

　伎
楽
面 

太
孤
児
（
N 

- 

2
1
8
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
12

－

6
、

9
）、
木
心
を
や
や
右
寄
り
後
方
に
外
し
て
木
表
に
彫
刻
を
施
す
（
図
12

－

7
）。
後
頭

部
は
亡
失
す
る
。
前
面
部
材
と
後
頭
部
材
は
、
中
央
・
左
右
の
三
か
所
に
設
け
た

穴

に
、
木
製
丸

を
雇

と
し
て
用
い
固
定
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
い
ま
中
央
（
図

12

－

9
）
お
よ
び
右
側
頭
部
（
図
12

－

8
、
10
）
に
木
製
丸

が
残
る
。
頭
頂
部
に
金

属
釘
が
二
本
残
る
（
図
12

－

7
、
9
）。
今
は
失
わ
れ
る
頭
髪
を
お
さ
え
た
部
材
を
固

定
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

（
児
島
）

13

　伎
楽
面 

酔
胡
王
（
N 

- 

2
1
9
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
13

－

6
）、
木

心
を
や
や
左
寄
り
後
方
に
は
ず
し
て
木
表
に
彫
刻
を
施
す
（
図
13

－

10
）。
頭
頂
部
を

繰
り
抜
く
。
後
頭
部
材
を
接
続
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
当
初
よ
り
後
頭

部
は
造
ら
れ
ず
前
面
部
の
み
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
鼻
に
木
屎
漆
を
盛
り

上
げ
て
整
形
す
る
（
図
13

－

7
、
9
）。
眉
（
図
13

－

8
）、
口
髭
（
図
13

－

7
）、
顎

鬚
（
図
13

－

6
、
7
）
を
木
製
の
釘
で
植
え
込
む
。
右
耳
上
方
に
金
属
釘
一
本
を
残
す

（
図
13

－

9
）。
金
属
製
宝
冠
等
の
頭
飾
を
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
児
島
）

14

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
2
0
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
14

－

6
）、
旧

報
告
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
木
心
を
右
方
や
や
後
方
寄
り
に
は
ず
す
（
図
14

－

8
）。

後
頭
部
は
亡
失
す
る
。
前
面
部
材
と
後
頭
部
材
は
中
央
・
両
側
頭
部
の
三
か
所
に
設
け

た

穴
で
木
釘
状
の
木
製
丸

を
雇

と
し
て
接
合
し
、
中
央
と
右
側
頭
部
に
木
釘
状

の

が
残
る
（
図
14

－

7
、
11
）。
鼻
を
漆
状
の
ペ
ー
ス
ト
で
整
形
し
、
鼻
根
に
は
や

や
厚
く
盛
る
（
図
14

－

10
）。
頭
頂
に
六
花
形
の
金
属
板
を
取
り
付
け
、
植
え
た
毛
髪

を
お
さ
え
る
。
こ
の
金
属
板
に
は
釘
孔
一
二
個
を
穿
ち
、
う
ち
四
本
の
金
属
釘
が
残
る

（
図
14

－

8
）。 

（
児
島
）

15

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
2
1
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
15

－

6
、

9
）、
木
心
を
左
方
や
や
後
方
に
は
ず
す
（
図
15

－

8
）。
後
頭
部
は
亡
失
す
る
。
前
面

部
材
と
後
頭
部
材
は
頭
頂
・
両
側
頭
部
の
三
か
所
で
木
釘
状
の
木
製
丸

を
雇

と
し

て
接
合
す
る
（
図
15

－

6
、
11
）。
漆
状
の
ペ
ー
ス
ト
を
盛
り
上
げ
て
鼻
を
整
形
す
る

（
図
15

－

7
、
10
）。
頭
頂
に
三
本
の
金
属
釘
が
残
る
（
図
15

－

8
）。
も
と
は
頭
髪
を

固
定
す
る
た
め
の
金
属
製
飾
板
を
留
め
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。 

（
児
島
）

16

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
2
2
）

　
前
面
部
は
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
16

－

8
、

12
）、
木
心
を
右
方
に
は
ず
す
（
図
16

－

9
、
10
）。
後
頭
部
は
亡
失
す
る
。
前
面
部
材

と
後
頭
部
材
は
、
中
央
・
左
右
の
三
か
所
に
設
け
た

穴
に
、
木
製
丸

を
雇

と
し

て
用
い
固
定
す
る
（
図
16

－

6
、
9
）。
旧
報
告
で
は
「
矧
面
中
央
部
は
欠
失
し
、

の
有
無
は
不
明
」（
2
8
5
頁
）
と
す
る
が
、
図
で
示
す
と
お
り

の
存
在
を
確
認
で

き
る
（
図
16

－

6
）。
ま
た
、
旧
報
告
で
は
「
裏
面
は
素
地
の
ま
ま
」（
同
頁
）
と
す
る

が
、
眼
窩
上
部
か
ら
面
裏
額
部
に
か
け
て
ペ
ー
ス
ト
状
の
も
の
を
塗
る
。
こ
の
X
線
透

過
度
の
低
い
素
材
と
、
塗
布
さ
れ
た
目
的
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
図
16

－

6
〜
10
、

12
）。
頭
頂
を
欠
損
す
る
。
旧
報
告
で
は
「
一
箇
所
に
鉄
釘
が
残
」
る
（
同
頁
）
と
す

る
が
、
い
ま
頭
頂
に
金
属
釘
を
二
本
確
認
で
き
る
（
図
16

－

11
）。
頭
髪
を
固
定
す
る

た
め
に
取
り
付
け
た
板
（
亡
失
）
を
留
め
た
も
の
だ
ろ
う
。 

（
児
島
）
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17

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
2
3
）

　
後
頭
部
を
含
ん
で
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
（
図
17

－

6
、
12
）、
木
心
を
左
後
方
に
は
ず
す
（
図
17

－

10
）。
同
図
に
見
ら
れ
る
直
線
上
に
連

な
る
小
孔
は
、
後
頭
部
の
覆
い
布
を
固
定
し
た
釘
孔
で
あ
る
。
左
こ
め
か
み
周
辺
は
薄

く
、
厚
さ
は
〇
・
二
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
（
図
17

－

9
、
12
）。
額
・
眉
間
か
ら
鼻
・
唇

に
か
け
て
木
屎
漆
で
整
形
す
る
（
図
17

－

7
、
8
）。
頭
頂
に
朽
損
に
よ
る
孔
が
四
か

所
開
く
（
図
17

－

11
）。
頭
髪
を
固
定
す
る
た
め
に
取
り
付
け
た
金
属
板
（
亡
失
）
を

留
め
た
釘
か
ら
発
生
し
た
錆
を
原
因
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
。 

（
児
島
）

18

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
未
完
成
）（
N 
- 
2
3
7
）

　
後
頭
部
を
含
み
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
を
後
頭

部
中
央
や
や
左
方
に
込
め
る
（
図
18

－

9
）。
木
心
周
辺
に
十
文
字
の
切
り
込
み
を
つ

け
る
。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
紐
孔
や
小
連
孔
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
額
の
一
部
、

眉
の
上
、
鼻
梁
、
上
唇
、
頰
な
ど
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
て
整
形
す
る
。
口
の
両
端
は

表
裏
両
面
か
ら
木
屎
漆
を
補
塡
す
る
（
図
18

－
7
、
8
、
11
）。
旧
報
告
で
は
、「
左
眼

尻
に
あ
る
節
穴
に
も
そ
れ
（
筆
者
注
・
前
文
の
「
漆
木
屎
」
を
指
す
）
が
塡
め
ら
れ
、

裏
面
か
ら
荒
目
の
麻
布
が
貼
ら
れ
て
い
る
」（
2
8
6
頁
）
と
す
る
が
、
節
穴
は
確
認

で
き
な
い
。
金
属
釘
は
残
存
し
な
い
。 

（
増
田
）

19

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
未
完
成
）（
N 

- 

2
3
8
）

　
後
頭
部
を
含
み
ク
ス
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
は
左
側

頭
部
の
耳
上
方
に
込
め
る
（
図
19

－

7
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
紐
孔
や
小
連
孔
な

ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
右
小
鼻
の
脇
や
左
頰
下
の
節
穴
に
木
屎
漆
を
塡
し
て
い
る
（
図

19
－

8
〜
10
）。
金
属
釘
は
残
存
し
な
い
。 

（
増
田
）

20

　伎
楽
面 

師
子
児
（
N 

- 

2
2
4
）

　
前
面
部
は
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
後
頭
部
は
現
存
し
な
い

が
、
別
材
製
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
木
心
は
、
旧
報
告
で
は
「
頭
頂
の

中
央
や
や
左
寄
り
に
籠
め
る
」（
2
8
7
頁
）
と
す
る
。
C
T
で
は
確
認
で
き
な
い
も

の
の
、
中
央
後
方
に
位
置
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
（
図
20

－

10
）。
木
表
に
彫
刻
を

施
す
。
左
耳
朶
、
鼻
下
、
下
唇
お
よ
び
下
歯
列
の
左
右
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
て
整
形

す
る
（
図
20

－

6
〜
7
）。
下
唇
な
ど
は
、
口
角
の
修
正
に
伴
う
処
置
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
旧
報
告
で
も
指
摘
の
あ
っ
た
「
左
上
瞼
の
上
辺
に
円
形
の
埋
物
（
径
七
ミ
リ
）」（
同

頁
）
の
材
質
は
木
屎
で
あ
ろ
う
。
旧
報
告
で
は
「
頭
頂
部
の
中
央
や
や
左
寄
り
（
木
芯

の
少
し
前
方
）
に
鉄
釘
一
を
打
込
」（
同
頁
）
み
、「
頭
飾
取
付
け
用
と
み
な
さ
れ
る
」

（
同
頁
）
と
あ
る
が
、
C
T
で
は
そ
の
隣
に
も
金
属
釘
が
一
本
（
釘
頭
は
露
出
し
な
い
）

確
認
で
き
る
（
図
20

－

10
〜
11
）。 

（
西
木
）

21

　伎
楽
面 

金
剛
（
N 

- 

2
1
3
）

　
髻
か
ら
後
頭
部
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
は
左

後
方
に
込
め
る
。
中
心
部
は
脱
落
し
（
図
21

－

10
）、
表
裏
と
も
麻
布
を
漆
で
貼
っ
て

塞
ぐ
。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
右
後
方
に
干
割
れ
が
あ
り
（
図
21

－

10
）、
こ
れ
も
布

で
塞
ぐ
。
額
の
血
管
が
浮
き
出
る
箇
所
は
木
屎
漆
を
盛
り
上
げ
て
整
形
す
る
。
金
属
釘

は
残
存
し
な
い
。 

（
西
木
）

22

　伎
楽
面 

金
剛
（
N 

- 

2
2
9
）

　
前
面
部
は
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
後
頭
部
は
現
存
し
な
い

が
、
別
材
製
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
木
心
は
中
央
後
方
に
想
定
さ
れ
る

（
図
22

－

10
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
額
、
眉
間
、
眉
、
頰
、
唇
の
両
端
、
下
顎
の
両
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端
、
耳
朶
な
ど
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
整
形
す
る
。
金
属
釘
は
残
存
し
な
い
。 （
西
木
）

23

　伎
楽
面 

迦
楼
羅
（
N 

- 

2
2
6
）

　
鶏
冠
か
ら
後
頭
部
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
は

中
央
後
方
に
想
定
さ
れ
る
（
図
23

－

10
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。

　
旧
報
告
で
は
「
鶏
冠
は
前
半
部
だ
け
を
別
材
で
作
り
、
前
頭
部
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い

る
」（
2
8
8
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
五
六
ミ
リ
、
横
八
ミ
リ
、

奥
八
ミ
リ
で
あ
る
（
図
23

－

7
）。
京
都
国
立
博
物
館
や
M
I
H
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所

蔵
面
の
よ
う
に
、
本
来
は
眉
間
近
く
か
ら
鶏
冠
を
備
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
周
辺

に
は
小
孔
が
複
数
あ
り
、
旧
報
告
で
は
「
一
部
に
は
鉄
錆
が
つ
い
て
い
る
」（
同
頁
）

と
指
摘
さ
れ
る
が
、
C
T
で
は
右
方
の
一
つ
に
金
属
釘
が
一
本
確
認
で
き
る
（
図
23

－

11
）。

　
旧
報
告
で
「
何
か
を
着
装
し
て
い
た
跡
」（
同
頁
）
と
さ
れ
る
が
頭
飾
の
可
能
性
が

あ
る
。
眉
、
眼
、
頰
の
周
辺
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
整
形
す
る
。 

（
西
木
）

24

　伎
楽
面 

呉
女
（
N 

- 

2
2
5
）

　
後
頭
部
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
旧
報
告
で
は
「
木

芯
は
後
方
左
寄
り
に
は
ず
し
て
あ
る
」（
2
8
9
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
C
T
で
は
中
央

後
方
に
籠
め
、
内
刳
り
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
が
わ
か
る
（
図
24

－

8
）。
木
表
に
彫

刻
を
施
す
。
双
髻
は
別
材
製
で
、
旧
報
告
で
は
「
頭
頂
に

状
に
挿
込
み
、
漆
で
接
着

し
、
さ
ら
に
鉄
釘
で
留
め
ら
れ
て
い
る
。
X
線
写
真
で
見
る
と
釘
足
は
切
断
さ
れ
て
い

る
」（
2
8
9
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
正
面
の
X
線
写
真
で

と
判
断
さ
れ
た

方
形
の
影
は
、
C
T
で
確
認
す
る
と
双
髻
の
前
方
、
地
髪
部
中
央
に
位
置
し
て
い
る
た

め
、
縦
一
五
ミ
リ
、
横
一
四
ミ
リ
、
奥
一
七
ミ
リ
の

穴
に
埋
木
を
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
（
図
24

－

15
〜
16
）。
双
髻
前
方
に
頭
飾
を
固
定
し
た
痕
跡
と
も
思
わ
れ
る

が
、
用
途
は
特
定
で
き
な
い
。
前
面
中
央
で
金
属
釘
二
本
、
左
右
か
ら
金
属
釘
二
本
で

主
材
に
固
定
す
る
（
図
24

－

11
〜
14
）。
髪
際
を
木
屎
漆
で
整
形
す
る
。 

（
西
木
）

25

　伎
楽
面 

力
士
（
N 

- 

2
2
8
）

　
前
面
部
は
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
後
頭
部
は
現
存
し
な
い

が
、
別
材
製
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
頭
頂
の
破
損
部
に
製
作
当
時
と
み

ら
れ
る
別
材
の
一
部
が
残
存
す
る
が
、
当
初
の
形
状
や
意
図
は
わ
か
ら
な
い
（
図
25

－
12
）。
木
心
は
右
後
方
に
込
め
、
内
刳
り
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
が
わ
か
る
（
図
25

－

10
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
額
、
眉
間
、
眉
、
頰
、
唇
の
両
端
、
下
顎
の
両
端
、
耳

朶
な
ど
に
木
屎
漆
を
盛
り
付
け
整
形
す
る
。

　
旧
報
告
で
は
「
両
こ
め
か
み
上
の
頭
頂
部
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
数
箇
所
の
釘
穴
が
あ

る
。
右
側
は
鉄
釘
三
が
残
り
、
ま
た
別
に
比
較
的
新
し
い
銅
釘
二
も
存
在
」（
2
9
0

頁
）
し
、「
宝
冠
取
付
け
の
た
め
の
仕
様
」（
同
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
C
T
で
は
頭
頂
部

右
方
の
表
面
か
ら
金
属
釘
を
二
本
打
ち
付
け
、
裏
面
に
貫
通
し
た
部
分
を
曲
げ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
（
図
25

－

11
）。
ま
た
、
左
方
に
も
金
属
釘
が
一
本
確
認
で
き
る
が
、

釘
頭
は
露
出
し
な
い
。 

（
西
木
）

26

　伎
楽
面 

酔
胡
王
（
N 

- 

2
3
1
）

　
冠
帽
か
ら
左
右
の
頭
髪
、
鼻
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出

し
、
後
頭
部
は
現
存
し
な
い
が
、
残
存
す
る
木
釘

か
ら
別
材
製
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
木
心
は
中
央
後
方
に
想
定
さ
れ
る
（
図
26

－

8
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。

　
冠
帽
前
面
部
で
の
別
材
の
矧
ぎ
方
に
つ
い
て
、
旧
報
告
で
は
「
左
右
側
面
の
ほ
ぼ

中
央
で
幹
部
材
に
鉄
鎹
各
一
（
左
側
の
鎹
足
が
幹
部
材
裏
面
に
出
、
右
側
鎹
は
痕
跡

の
み
残
る
）
で
留
め
、
ま
た
下
方
中
央
の
二
箇
所
に
木
釘
状
の
雇

も
認
め
ら
れ
る
」

（
2
9
0
頁
）
と
あ
る
が
、
C
T
で
も
左
方
分
は
確
認
で
き
る
（
図
26

－

14
）。
ま
た
、

前
方
地
髪
部
と
の
境
に
て
木
釘
三
本
で
固
定
す
る
（
図
26

－

13
）。
金
属
釘
は
残
存
し

な
い
。 

（
西
木
）
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27

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
3
2
）

　
後
頭
部
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
は
中
央
に
込

め
、
内
刳
り
に
よ
り
取
り
除
く
。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。

　
旧
報
告
で
は
「
木
芯
は
頭
頂
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
が
、
今
は
円
形
に
大
き
く
抜
け
落
ち

て
い
る
」（
2
9
1
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
他
例
を
参
照
す
る
と
木
心
が
脱
落
し
た
も
の

と
は
思
わ
れ
ず
（
図
27

－

10
）、
頭
飾
を
留
め
た
痕
跡
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

同
じ
く
「
ほ
か
に
右
側
頭
部
に
二
個
、
左
側
頭
部
に
一
個
、
頭
頂
や
や
左
寄
り
に
一
個

の
節
穴
が
あ
る
」（
同
頁
）
と
続
く
が
、
右
側
頭
部
の
孔
の
一
つ
と
左
側
頭
部
分
は
対

称
の
位
置
に
あ
る
た
め
、
紐
孔
の
可
能
性
も
あ
る
。
右
側
頭
部
分
の
一
つ
は
節
穴
と
認

め
ら
れ
る
。
金
属
釘
は
残
存
し
な
い
。 

（
西
木
）

28

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
3
3
）

　
後
頭
部
も
含
み
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
木
心
は
右
後
方
に

込
め
、
中
心
部
が
脱
落
す
る
（
図
28

－

10
）。
木
表
に
彫
刻
を
施
す
。
両
耳
は
主
材
を

一
段
削
ぎ
落
し
た
う
え
別
材
を
矧
ぐ
と
み
ら
れ
る
が
、
左
方
分
は
主
材
ご
と
欠
失
し
、

右
方
分
は
別
材
を
亡
失
す
る
。
右
前
方
で
脱
落
し
た
節
の
中
心
部
に
は
木
屎
漆
を
充
塡

す
る
。

　
旧
報
告
で
は
「
頰
や
眼
の
周
辺
に
黒
褐
色
の
漆
木
屎
を
薄
く
盛
っ
て
整
形
」

（
2
9
2
頁
）
と
あ
る
が
、
C
T
で
は
彩
色
下
地
よ
り
厚
み
の
あ
る
物
質
は
確
認
で
き

な
い
。
金
属
釘
は
残
存
し
な
い
。 

（
西
木
）

29

　伎
楽
面 

力
士
（
N 

- 

2
3
4
）

　
原
型
は
目
、
鼻
、
口
な
ど
完
成
形
に
近
い
形
状
ま
で
塑
土
で
つ
く
る
が
、
C
T
画
像

で
塑
土
の
残
存
は
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
原
型
の
上
に
粗
目
（
四
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻

布
①
（
図
29

－

6
）
を
貼
る
。
麻
布
①
は
作
品
の
内
面
側
（
以
下
、
作
品
の
表
面
側
を

A
面
、
内
面
側
を
B
面
と
呼
ぶ
）
に
漆
が
多
い
。

　
麻
布
①
の
A
面
に
細
目
（
一
〇
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻
布
②
（
図
29

－

7
）
を
貼
る
。

麻
布
②
は
仮
面
全
体
に
及
ぶ
と
み
ら
れ
る
。
麻
布
①
②
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
枚
で
構
成
さ

れ
て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
麻
布
を
切
っ
て
塑
土
を
除
去
す
る
。
正
中
で
額

の
血
管
の
前
端
や
や
後
ろ
か
ら
欠
損
部
縁
ま
で
麻
布
の
切
断
が
確
認
で
き
る
。
除
去

後
、
切
断
箇
所
両
側
に
あ
け
た
小
孔
の
間
を
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
（
図
29

－

9
）。
糸

は
麻
布
①
の
B
面
側
を
わ
た
っ
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
る
が
、
A
面
側
に
つ
い
て
は

不
明
。
旧
報
告
で
は
、
こ
の
切
断
は
な
い
と
す
る
。
麻
布
①
の
B
面
に
細
目
（
六
〜
七

本
／
五
ミ
リ
）
の
麻
布
③
（
図
29

－

8
）
を
貼
る
。

　
麻
布
③
の
B
面
を
粗
目
と
細
目
の
小
麻
布
で
部
分
的
に
補
強
を
す
る
。
製
作
時
の
面

の
縁
が
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
乾
漆
製
の
面
の
よ
う
に
縁
に
蔓
性
植
物
を

沿
わ
せ
て
い
た
か
は
不
明
。
額
の
血
管
は
蔓
性
植
物
、
こ
め
か
み
の
血
管
は
細
目
の

麻
布
を
巻
い
た
も
の
を
芯
と
し
て
表
わ
す
（
図
29

－

10
）。
額
の
血
管
の
固
定
に
は
、

竹
製
と
み
ら
れ
る
釘
を
用
い
る
（
図
29

－

11
）。
筋
の
盛
り
上
げ
、
血
管
、
目
の
縁
、

唇
、
歯
な
ど
に
少
量
の
漆
地
粉
を
用
い
て
塑
形
し
、
全
体
に
も
薄
く
塗
布
の
う
え
彩
色

を
施
す
。
麻
布
③
の
B
面
に
黒
漆
を
塗
る
。 

（
丸
山
）

30

　伎
楽
面 

波
羅
門
（
N 

- 

2
3
6
）

　
原
型
は
目
、
鼻
、
口
な
ど
完
成
形
に
近
い
形
状
ま
で
塑
土
で
つ
く
る
が
、
C
T
画
像

で
塑
土
の
残
存
は
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
原
型
の
上
に
粗
目
（
五
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻

布
①
（
図
30

－

6
）
を
貼
る
。
麻
布
①
は
作
品
の
内
面
側
（
以
下
、
作
品
の
表
面
側
を

A
面
、
内
面
側
を
B
面
と
呼
ぶ
）
に
漆
が
多
い
。
麻
布
①
の
A
面
に
細
目
（
九
本
／
五

ミ
リ
）
の
麻
布
②
（
図
30

－

7
）
を
貼
る
。
麻
布
①
②
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
枚
で
構
成
さ

れ
て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
麻
布
を
切
っ
て
原
型
を
除
去
す
る
。
前
寄
り
の

端
は
欠
損
部
前
縁
に
切
断
箇
所
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
頭
頂
よ
り
後
方
の

切
断
箇
所
は
目
視
で
も
確
認
で
き
る
。
除
去
後
、
切
断
箇
所
両
側
に
あ
け
た
小
孔
を
糸

で
縫
い
合
わ
せ
る
。
B
面
で
斜
め
に
糸
（
図
30

－

9
）
が
わ
た
る
の
が
確
認
で
き
る
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が
、
A
面
側
は
不
明
。
旧
報
告
で
は
縫
合
は
な
い
と
推
測
す
る
。
麻
布
①
の
B
面
に
粗

目
（
五
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻
布
③
（
図
30

－

8
）
を
貼
る
。

　
裏
面
周
縁
部
に
帯
状
に
粗
目
の
麻
布
を
貼
る
。
左
端
は
左
耳
下
端
の
曲
線
と
面
縁
が

交
わ
る
あ
た
り
か
ら
、
右
端
は
右
耳
上
縁
の
曲
線
と
面
縁
の
交
わ
る
あ
た
り
ま
で
の
面

の
縁
に
、
半
截
の
蔓
性
植
物
（
図
30

－

10
）
を
沿
わ
せ
、
糸
で
留
め
る
。
た
だ
し
、
顎

に
は
な
い
。
蔓
性
植
物
を
覆
う
よ
う
に
縁
に
粗
目
の
麻
布
を
貼
る
。
歯
は
木
製
で
（
図

30

－

11
）、
固
定
に
釘
は
用
い
な
い
。
左
下
の
歯
は
、
そ
の
前
寄
り
に
歯
を
固
定
す
る

た
め
と
み
ら
れ
る
孔
が
あ
る
の
で
（
図
30

－

12
）、
製
作
途
中
で
位
置
の
修
正
を
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
鼻
、
唇
、
頰
、
皺
な
ど
は
少
量
の
、
歯
は
や
や
多
め
の
漆
地
粉
で
塑

形
し
、
全
体
に
も
薄
く
塗
布
の
う
え
彩
色
を
施
す
。
麻
布
③
の
B
面
に
黒
漆
を
塗
る
。

頭
頂
部
に
、
別
材
製
の
頭
髪
を
貼
る
。 

（
丸
山
）

31

　伎
楽
面 

酔
胡
従
（
N 

- 

2
3
5
）

　
原
型
は
目
、
鼻
、
口
な
ど
完
成
形
に
近
い
形
状
ま
で
塑
土
で
つ
く
る
が
、
C
T
画
像

で
塑
土
の
残
存
は
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
原
型
の
上
に
粗
目
（
四
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻

布
①
（
図
31

－

6
）
を
貼
る
。
麻
布
①
は
作
品
の
内
面
側
（
以
下
、
作
品
の
表
面
側
を

A
面
、
内
面
側
を
B
面
と
呼
ぶ
）
に
漆
が
多
い
。
麻
布
①
の
A
面
に
細
目
（
九
〜
一
〇

本
／
五
ミ
リ
）
の
麻
布
②
（
図
31

－
7
）
を
貼
る
。
麻
布
②
は
仮
面
全
体
に
及
ぶ
と
み

ら
れ
る
。
麻
布
①
②
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
枚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
麻
布
を
切
っ
て
塑
土
を
除
去
す
る
。
仮
面
B
面
の
、
眉
間
の
瘤
の
頂
上
辺
か
ら
後

頭
部
方
向
に
線
状
に
あ
る
盛
り
上
が
り
が
切
断
箇
所
と
み
ら
れ
る
。
除
去
後
、
切
断
箇

所
両
側
に
あ
け
た
小
孔
の
間
を
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
（
図
31

－

9
）。
糸
は
麻
布
①
の

B
面
側
を
わ
た
っ
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
る
が
、
A
面
側
に
つ
い
て
は
不
明
。
旧
報

告
で
は
縫
合
は
な
い
と
推
測
す
る
。
麻
布
①
の
B
面
に
粗
目
（
四
本
／
五
ミ
リ
）
の
麻

布
③
（
図
31

－

8
）
を
貼
る
。

　
麻
布
の
鉢
周
り
を
上
下
に
切
断
す
る
。
製
作
時
の
面
の
縁
が
現
存
す
る
の
は
右
耳
後

方
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
半
截
の
蔓
性
植
物
（
図
31

－

10
）
を
沿
わ
せ
て
い
る
。
粗

目
の
麻
布
で
蔓
性
植
物
を
覆
う
。
蔓
性
植
物
を
固
定
す
る
た
め
に
麻
布
に
小
孔
を
設

け
、
糸
で
か
が
り
縫
い
す
る
。
現
存
す
る
蔓
性
植
物
の
長
さ
は
四
七
ミ
リ
で
、
糸
目
は

四
か
所
、
そ
れ
と
は
別
に
、
蔓
性
植
物
を
貫
通
す
る
糸
も
一
か
所
あ
る
。

　
鉢
周
り
の
切
除
し
た
部
分
に
、
鉢
の
形
状
に
合
わ
せ
て
曲
げ
た
一
材
製
の
板
（
高

一
八
ミ
リ
、
図
31

－

11
）
を
補
う
。
欠
失
す
る
左
半
分
は
別
材
製
で
あ
る
。
板
の
上
縁

（
現
状
一
三
か
所
）
と
下
縁
（
現
状
一
四
か
所
、
中
央
付
近
で
孔
間
一
三
ミ
リ
）
に
小

孔
が
あ
り
、
麻
布
と
糸
で
固
定
す
る
（
図
31

－

12
）。
旧
報
告
で
指
摘
す
る
表
側
の
切

れ
込
は
認
め
ら
れ
な
い
。
板
の
裏
面
に
帯
状
の
粗
目
の
麻
布
を
貼
る
。
別
材
製
の
頭
髪

を
貼
る
が
、
現
状
で
は
右
耳
上
方
に
残
る
。
目
、
鼻
、
口
な
ど
に
少
量
の
漆
地
粉
を
用

い
て
塑
形
し
、
鉢
周
り
の
板
も
含
め
、
全
体
に
も
薄
く
塗
布
の
う
え
彩
色
を
施
す
。
麻

布
③
の
B
面
に
黒
漆
を
塗
る
。 

（
丸
山
）

補
1

　舞
楽
面
（
N 

- 

2
3
9
）

　
全
容
を
キ
リ
と
み
ら
れ
る
広
葉
樹
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
旧
報
告
で
は
「
木
芯
を
額

中
央
に
籠
め
る
」（
2
9
5
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
C
T
で
は
前
方
に
は
ず
す
こ
と
が
わ

か
る
（
図
補
1

－

9
）。
木
裏
（
木
心
の
側
）
に
彫
刻
を
施
す
。
旧
報
告
で
は
「
鼻
梁

付
根
か
ら
両
下
瞼
に
か
け
て
黒
褐
色
の
漆
地
粉
を
薄
く
盛
っ
て
整
形
す
る
」（
同
頁
）

と
あ
る
が
、
C
T
で
は
彩
色
下
地
よ
り
厚
み
の
あ
る
物
質
は
確
認
で
き
な
い
。
金
属
釘

は
残
存
し
な
い
。 

（
西
木
）

補
2

　鬼
面
（
N 

- 

2
4
0
）

　
上
部
材
（
頭
頂
か
ら
上
瞼
）、
中
間
部
材
（
両
目
か
ら
鼻
お
よ
び
頰
、
上
唇
）、
下
部

材
（
両
耳
を
含
み
上
歯
か
ら
顎
先
）
の
三
材
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
広
葉
竪
一
材
か

ら
彫
出
す
る
。
い
ず
れ
も
木
質
が
共
通
す
る
た
め
、
同
一
材
か
ら
木
取
り
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
上
部
材
と
中
間
部
材
は
中
央
後
方
に
（
図
補
2

－

10
、
12
）、
下
部
材
は
左

後
方
に
木
心
を
込
め
（
図
補
2

－

14
）、
内
刳
り
に
よ
り
取
り
除
く
。
三
材
と
も
木
表
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に
彫
刻
を
施
す
。
角
、
上
下
の
牙
は
す
べ
て
ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
別
材
製
で
、

穴

に
挿
込
む
（
図
補
2

－

8
）。
角
は
二
本
と
も
根
本
で
別
材
を
矧
ぐ
。
下
歯
列
右
方
の

牙
は

穴
を
開
け
直
し
て
お
り
、
牙
の
角
度
を
変
更
し
た
と
み
ら
れ
る
（
図
補
2

－

16
）。
眉
や
眉
間
、
頰
、
血
管
な
ど
の
隆
起
は
す
べ
て
主
材
か
ら
彫
出
す
る
。
両
目
お

よ
び
上
下
歯
列
は
概
形
を
彫
り
、
そ
の
上
に
金
属
板
を
嵌
め
る
（
図
補
2

－

6
、
9
、

11
、
13
、
17
）。
両
目
は
と
も
に
上
下
二
本
の
金
属
釘
で
固
定
す
る
（
右
眼
下
方
分
は

亡
失
）。
上
下
歯
列
は
、
中
央
と
左
右
に
各
三
本
の
金
属
釘
で
固
定
す
る
。
面
裏
の
額

中
央
に
三
材
を
連
結
す
る
紐
を
吊
る
た
め
の
環
金
具
を
つ
け
る
（
図
補
2

－

17
）。

　
旧
報
告
で
「
右
頰
は
材
の
表
面
剝
離
（
別
材
の
可
能
性
も
あ
る
）
を
防
ぐ
た
め
、
木

釘
四
本
を
打
っ
て
留
め
る
」（
2
9
7
頁
）
と
あ
る
部
分
は
、
C
T
で
確
認
す
る
と
別

材
と
判
断
で
き
る
（
図
補
2

－

9
、
12
）。
ま
た
、「
右
眼
孔
部
裏
面
の
上
方
に
二
本
の

釘
を
打
込
む
」（
2
9
6
頁
）
と
あ
る
の
は
、
C
T
で
確
認
す
る
と
鎹
と
わ
か
る
（
図

補
2

－

15
）。
用
途
は
当
時
推
測
さ
れ
た
と
お
り
「
割
れ
止
め
」
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に

埋
木
を
施
し
て
木
釘
で
固
定
す
る
。
同
様
の
処
置
が
上
歯
列
右
上
方
に
も
認
め
ら
れ

る
。
鼻
下
左
方
に
干
割
れ
が
あ
り
、
裏
面
か
ら
埋
木
を
木
釘
で
固
定
し
て
割
れ
止
め
に

し
た
と
み
ら
れ
る
。 

（
西
木
）
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法隆寺献納宝物仮面作品一覧

列品
番号

指定 作品名 材質技法 法量 制作年
掲載
番号

N-208 重要文化財 伎楽面 師子児 クスノキ製、彩色 全長 26.8 最大幅 19.1 飛鳥時代・7世紀 1

N-209 重要文化財 伎楽面 治道 クスノキ製、彩色 全長 30.5 最大幅 22.3 飛鳥時代・7世紀 2

N-210 重要文化財 伎楽面 呉公 クスノキ製、彩色 全長 29.9 最大幅 25.6 飛鳥時代・7世紀 3

N-211 重要文化財 伎楽面 呉女 クスノキ製、彩色 全長 37.7 最大幅 32.8 飛鳥時代・7世紀 7

N-212 重要文化財 伎楽面 金剛 クスノキ製、彩色 全長 33.9 最大幅 22.8 飛鳥時代・7世紀 4

N-213 重要文化財 伎楽面 金剛 キリ製、彩色 全長 37.7 最大幅 21.7 奈良時代・8世紀 21

N-214 重要文化財 伎楽面 崑崙 クスノキ製、彩色 全長 33.9 最大幅 26.7 飛鳥時代・7世紀 6

N-215 重要文化財 伎楽面 迦楼羅 クスノキ製、彩色 全長 28.6 最大幅 22.0 飛鳥時代・7世紀 5

N-216 重要文化財 伎楽面 太孤父 クスノキ製、彩色 全長 29.8 最大幅 22.3 飛鳥時代・7世紀 10

N-217 重要文化財 伎楽面 太孤児 クスノキ製、彩色 全長 25.7 最大幅 19.0 飛鳥時代・7世紀 11

N-218 重要文化財 伎楽面 太孤児 クスノキ製、彩色 全長 26.0 最大幅 18.0 飛鳥時代・7世紀 12

N-219 重要文化財 伎楽面 酔胡王 クスノキ製、彩色 全長 32.6 最大幅 19.8 飛鳥時代・7世紀 13

N-220 重要文化財 伎楽面 酔胡従 クスノキ製、彩色 全長 31.5 最大幅 21.7 飛鳥時代・7世紀 14

N-221 重要文化財 伎楽面 酔胡従 クスノキ製、彩色 全長 29.6 最大幅 22.8 飛鳥時代・7世紀 15

N-222 重要文化財 伎楽面 酔胡従 クスノキ製、彩色 全長 28.4 最大幅 22.1 飛鳥時代・7世紀 16

N-223 重要文化財 伎楽面 酔胡従 クスノキ製、彩色 全長 30.0 最大幅 23.0 飛鳥時代・7世紀 17

N-224 重要文化財 伎楽面 師子児 キリ製、彩色 全長 22.5 最大幅 17.0 飛鳥～奈良時代・8世紀 20

N-225 重要文化財 伎楽面 呉女 キリ製、彩色 全長 33.9 最大幅 20.5 飛鳥～奈良時代・8世紀 24

N-226 重要文化財 伎楽面 迦楼羅 キリ製、彩色 全長 32.0 最大幅 18.0 飛鳥～奈良時代・8世紀 23

N-227 重要文化財 伎楽面 力士 クスノキ製、彩色 全長 36.7 最大幅 24.5 飛鳥時代・7世紀 8

N-228 重要文化財 伎楽面 力士 キリ製、彩色 全長 26.6 最大幅 22.0 飛鳥～奈良時代・8世紀 25

N-229 重要文化財 伎楽面 金剛 キリ製、彩色 全長 25.9 最大幅 21.4 飛鳥～奈良時代・8世紀 22

N-230 重要文化財 伎楽面 波羅門 クスノキ製、彩色 現存長 27.7 最大幅 22.6 飛鳥時代・7世紀 9

N-231 重要文化財 伎楽面 酔胡王 キリ製、彩色 全長 42.5 最大幅 24.5 飛鳥～奈良時代・8世紀 26

N-232 重要文化財 伎楽面 酔胡従 キリ製、彩色 全長 29.6 最大幅 22.8 飛鳥～奈良時代・8世紀 27

N-233 重要文化財 伎楽面 酔胡従 キリ製、彩色 全長 27.7 現存最大幅 20.2 飛鳥～奈良時代・8世紀 28

N-234 重要文化財 伎楽面 力士 乾漆製、彩色 全長 26.0 最大幅 26.5 奈良時代・8世紀 29

N-235 重要文化財 伎楽面 酔胡従 乾漆製、彩色 全長 25.8 最大幅 20.0 飛鳥～奈良時代・8世紀 31

N-236 重要文化財 伎楽面 波羅門 乾漆製、彩色 全長 25.9 最大幅 18.4 奈良時代・8世紀 30

N-237 重要文化財 伎楽面 酔胡従（未完成）クスノキ製 全長 30.7 最大幅 21.2 飛鳥時代・7～ 8世紀 18

N-238 重要文化財 伎楽面 酔胡従（未完成）クスノキ製 全長 29.2 最大幅 22.3 飛鳥時代・7～ 8世紀 19

N-239 舞楽面 キリ製、彩色 全長 27.1 最大幅 19.2 奈良時代・8世紀 補 1

N-240 鬼面 木製、漆塗 全長 40.5 最大幅 29.0 鎌倉時代・永仁 4年（1296） 補 2

凡例　掲載番号は旧報告と共通である（東京国立博物館編集『法隆寺献納宝物　伎楽面』東京国立博物館、1984 年）
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作品番号 作品名 列品番号 実施日
CT撮影条件

19 伎楽面 酔胡従（未完成） N-238 2023 年 8 月 22 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
20 伎楽面 師子児 N-224 2023 年 7 月 31 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
21 伎楽面 金剛 N-213 2023 年 7 月 4 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
22 伎楽面 金剛 N-229 2023 年 8 月 1 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
23 伎楽面 迦楼羅 N-226 2023 年 7 月 31 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
24 伎楽面 呉女 N-225 2023 年 8 月 1 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
25 伎楽面 力士 N-228 2023 年 7 月 31 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
26 伎楽面 酔胡王 N-231 2023 年 8 月 23 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

作品番号 作品名 列品番号 実施日
CT撮影条件

27 伎楽面 酔胡従 N-232 2023 年 8 月 1 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
28 伎楽面 酔胡従 N-233 2023 年 8 月 1 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
29 伎楽面 力士 N-234 2023 年 7 月 5 日

装置：エクスロン社製微小部撮影用CT
X線管：FXE 225.48-3
電圧：220［kV］、電流：0.4［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 416［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 1055［mm］、画像再構成解像度：約 0.15［mm］
30 伎楽面 波羅門 N-236 2023 年 8 月 1 日

装置：エクスロン社製微小部撮影用CT
X線管：FXE 225.48-3
電圧：200［kV］、電流：0.45［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 436［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 1055［mm］、画像再構成解像度：約 0.15［mm］
31 伎楽面 酔胡従 N-235 2023 年 7 月 31 日

装置：エクスロン社製微小部撮影用CT
X線管：FXE 225.48-3
電圧：220［kV］、電流：0.4［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 416［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 1055［mm］、画像再構成解像度：約 0.15［mm］
補 1 舞楽面 N-239 2023 年 8 月 23 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
補 2 鬼面 N-240 2023 年 8 月 23 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
＊撮影者は宮田将寛（東京国立博物館保存修復課）。
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X線断層（CT）撮影データ

作品番号 作品名 列品番号 実施日
CT撮影条件

1 伎楽面 師子児 N-208 2023 年 7 月 4 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

2 伎楽面 治道 N-209 2023 年 7 月 5 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

3 伎楽面 呉公 N-210 2023 年 8 月 22 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

4 伎楽面 金剛 N-212 2023 年 7 月 4 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

5 伎楽面 迦楼羅 N-215 2023 年 8 月 22 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

6 伎楽面 崑崙 N-214 2023 年 7 月 3 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：500［kV］、電流：1.4［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

7 伎楽面 呉女 N-211 2023 年 7 月 5 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

8 伎楽面 力士 N-227 2023 年 8 月 1 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

9 伎楽面 波羅門 N-230 2023 年 8 月 1 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］

作品番号 作品名 列品番号 実施日
CT撮影条件

10 伎楽面 太孤父 N-216 2023 年 7 月 5 日
装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
11 伎楽面 太孤児 N-217 2023 年 7 月 4 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
12 伎楽面 太孤児 N-218 2023 年 7 月 4 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
13 伎楽面 酔胡王 N-219 2023 年 7 月 5 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
14 伎楽面 酔胡従 N-220 2023 年 7 月 4 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
15 伎楽面 酔胡従 N-221 2023 年 7 月 4 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
16 伎楽面 酔胡従 N-222 2023 年 7 月 31 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
17 伎楽面 酔胡従 N-223 2023 年 8 月 22 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
18 伎楽面 酔胡従（未完成） N-237 2023 年 8 月 22 日

装置：エクスロン社製大型CT
X線管：Y.TU600-D02
電圧：450［kV］、電流：1.55［mA］、インテグレーションタイム：500［ms］、
フレームビニング：1

プロジェクション数：2070、撮影対象～X線管球間距離：約 1617［mm］、
受光部～X線管球間距離：約 2360［mm］、画像再構成解像度：約 0.26［mm］
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